
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
本
学
で
は
年
間
五
回
、
宗
教
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
各

講
師
の
先
生
方
か
ら
、
本
学
の
建
学
の
精
神
の
趣
旨
に
か
か
わ
る
種
々
様
々
な
宗
教
的
な
お
話
を
具

体
的
に
し
て
い
た
だ
い
て
、
み
な
さ
ん
に
そ
の
建
学
の
精
神
に
の
っ
と
っ
た
大
学
生
活
を
送
っ
て
ほ

し
い
、
と
願
う
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
第
一
回
目
は
、
新
入
生
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
以
上

の
よ
う
な
趣
旨
で
の
お
話
を
、
学
長
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
日
は
私
が
こ
う

し
て
こ
の
場
に
登
壇
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

西
行
法
師
の
宗
教
観

は
じ
め
に

三
村
晃
功

1

『真實心』第二十七集平成17年度2006年3月発行（京都光華女子大学）



と
こ
ろ
で
、
私
は
一
昨
年
、
学
長
に
就
任
し
ま
し
て
、
今
年
は
三
度
目
の
登
壇
で
す
。
私
は
元
来
、
２

国
文
学
を
専
門
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
宗
教
に
か
か
わ
る
お
話
を
せ
よ
、
と
い
き
な
り
言
わ
れ
て
も
、

少
々
困
惑
す
る
の
で
す
。
そ
れ
で
、
第
一
回
目
は
、
私
が
今
日
ま
で
歩
ん
で
き
た
人
生
に
つ
い
て
、

「
我
が
人
生
に
悔
い
な
し
」
と
い
う
お
話
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
二
回
目
は
「
兼
好
法
師
の
宗

教
観
ｌ
『
往
生
』
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
と
い
う
お
話
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
が
日
本
語
日
本
文
学

科
の
教
授
で
も
あ
り
、
昨
年
度
か
ら
短
期
大
学
部
で
「
文
学
と
人
生
」
と
い
う
講
義
を
担
当
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
国
文
学
、
な
か
で
も
中
世
の
和
歌
文
学
の
専
門
家
で
す
の
で
、
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
兼
好
法
師
を
取
り
上
げ
て
、
宗
教
に
関
す
る
お
話
を
す
る

の
が
も
っ
と
も
事
理
に
か
な
っ
て
い
る
、
と
判
断
し
た
か
ら
で
す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
第
三
回
目

の
本
日
も
「
西
行
法
師
の
宗
教
観
」
と
い
う
演
題
で
、
こ
れ
ま
た
、
み
な
さ
ん
お
馴
染
み
の
中
世
の

歌
人
で
あ
る
西
行
法
師
を
対
象
に
し
て
、
第
二
回
目
の
お
話
の
続
き
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
学
に
入
学
し
て
こ
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
本
学
が
浄
土
真
宗
の
開
祖
・
親
鴬
聖
人
の
お
創

り
に
な
っ
た
、
真
宗
大
谷
派
の
宗
門
関
係
校
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
で
す
ね
。
さ
ら
に
ま
た
、
東
本
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願
寺
の
門
主
夫
人
で
あ
ら
れ
た
大
谷
智
子
裏
方
が
、
昭
和
十
四
年
に
発
願
な
さ
っ
て
、
本
学
の
母
体

が
翌
年
の
十
五
年
に
光
華
高
等
女
学
校
と
し
て
築
か
れ
、
出
発
し
た
こ
と
も
ご
存
知
で
す
ね
。
そ
の

よ
う
な
わ
け
で
、
本
学
は
宗
教
精
神
を
基
盤
に
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
大
学
で
あ
っ
て
、
そ
の
設
立

の
趣
旨
が
世
間
一
般
の
私
立
大
学
と
は
少
々
、
趣
を
異
に
す
る
大
学
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
は
心
に

銘
記
し
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
趣
旨
で
設
立
さ
れ
た
か
ら
に
は
本

学
が
、
そ
の
拠
り
処
と
な
る
明
確
な
建
学
の
精
神
を
掲
げ
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
教
学
実
践
を
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
今
更
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
本
学
の
設
立
の
精
神
を
象
徴
的
に
提
示
す
る
の
が
、
校
訓
「
真
実
心
」
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
こ
の
校
訓
「
真
実
心
」
は
、
本
学
が
教
育
実
践
の
根
本
精
神
と
し
て
設
定
し
て
い
る
「
仏
教
精

神
に
基
づ
く
教
育
」
と
「
女
性
を
大
切
に
す
る
教
育
」
を
推
進
す
る
際
の
基
盤
と
な
る
べ
き
、
い
わ

ば
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
現
在
、
日
本
に
は
七
百
校
以
上
の
大
学
と
、

四
百
五
十
校
以
上
の
短
期
大
学
（
部
）
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
本
学
の
よ
う
に
明
確
な
建
学
の
精

神
を
掲
げ
て
、
教
育
実
践
に
励
ん
で
い
る
大
学
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。
新
入
生
の

み
な
さ
ん
は
ま
ず
は
、
本
学
が
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
意
味
で
、
か
な
り
ユ
ニ
ー
ク
な
建
学
の
精
神
を

3
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掲
げ
て
教
育
実
践
に
逼
進
し
て
い
る
大
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
際
、
し
っ
か
り
と
認
識
し

て
、
今
後
の
学
生
生
活
の
原
点
に
し
て
ほ
し
い
、
と
私
は
念
願
い
た
し
ま
す
。

学
長
講
話
を
始
め
る
に
際
し
て
、
本
学
の
建
学
の
精
神
に
言
及
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
さ
き
に
申

し
上
げ
た
、
本
学
が
教
育
実
践
の
根
本
精
神
と
し
て
設
定
し
て
い
る
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
仏
教

精
神
に
基
づ
く
教
育
」
と
、
今
後
、
展
開
さ
れ
る
年
間
四
回
の
「
宗
教
講
座
」
と
が
、
有
機
的
に
密

接
な
構
造
体
の
ご
と
き
関
係
に
あ
る
、
と
私
は
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら

「
西
行
法
師
の
宗
教
観
」
と
い
う
題
で
お
話
を
始
め
ま
す
が
、
こ
れ
は
西
行
法
師
が
歩
ん
で
き
た
実

人
生
を
た
ど
り
な
が
ら
、
西
行
と
い
う
人
物
が
自
然
の
な
か
で
、
宗
教
（
仏
教
）
と
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
向
か
い
合
い
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で
実
践
し
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
を
、
数
多
く
残
さ
れ
て

い
る
西
行
の
和
歌
作
品
の
分
析
を
と
お
し
て
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
、
と
い
う
試
み

な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
日
、
こ
の
会
場
に
出
席
し
て
い
る
み
な
さ
ん
に
は
、
私
が
入
学
式
の

式
辞
で
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
直
面
す
る
い
ま
現
在
を
全
力
投
球
で
生
き
る
、
と
い
う
実
践
に
徹
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
か
ら
私
が
披
露
す
る
お
話
の
な
か
か
ら
、
も
し
何

か
得
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
今
後
の
み
な
さ
ん
の
人
生
に
役
立
つ
よ
う
に
活
用
し
て
い

4
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た
だ
け
る
な
ら
ば
、
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
、
と
も
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
西
行
は
と
い
い
ま
す
と
、
み
な
さ
ん
は
、
か
れ
の
辞
世
の
歌
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
、

願
は
く
は
花
の
し
た
に
て
春
死
な
む
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
こ
ろ
（
山
家
集
・
春
・
七
七
）

の
詠
作
や
、
「
百
人
一
首
』
に
採
ら
れ
て
い
る
、

歎
け
と
て
月
や
は
も
の
を
思
は
す
る
か
こ
ち
顔
な
る
わ
が
涙
か
な
（
同
・
恋
・
六
二
八
）

の
詠
歌
を
連
想
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
西
行
の
実
人
生
の
お
話
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
私
は
こ
れ
ま
で
資
料
を
含
め
る
と
、
約
五
十
冊
ほ
ど
の
書
物
を
出
版
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
の
一
冊
に
『
風
呂
で
読
む
西
行
』
（
平
成
七
・
二
、
世
界
思
想
社
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

湯
水
に
つ
け
て
も
大
丈
夫
な
合
成
樹
脂
加
工
が
施
さ
れ
た
本
で
す
が
、
そ
の
本
で
、
私
は
西
行
の
人

生
を
六
つ
に
区
分
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
、
次
に
要
約
し
て
掲
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Ｉ
西
行
の
生
涯

5
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西
行
の
生
涯
６

１
．
出
家
へ
の
道
程
（
元
永
元
年
〈
一
二
八
一
歳
〉
西
行
〈
佐
藤
義
清
〉
誕
生
。
父
・
康
清
、

母
・
源
清
経
女
。
保
延
元
年
〈
三
三
五
一
五
歳
〉
鳥
羽
院
に
仕
え
る
。
同
六
年

〈
二
四
○
二
三
歳
〉
出
家
。
法
名
、
円
位
・
西
行
。
）

２
．
陸
奥
へ
の
旅
（
永
治
元
年
〈
二
四
一
二
四
歳
〉
東
山
、
嵯
峨
、
小
倉
山
で
草
庵
を
結
ぶ
。

久
安
三
年
〈
二
四
七
三
○
歳
〉
陸
奥
へ
旅
立
ち
、
藤
原
秀
衡
の
も
と
で
年
を
越

す
。
同
四
年
〈
二
四
八
三
一
歳
〉
奥
州
各
地
を
訪
ね
る
。
）

３
．
高
野
山
（
久
安
五
年
〈
二
四
九
三
二
歳
〉
陸
奥
か
ら
帰
京
し
、
高
野
山
で
草
庵
を
結
ぶ
。

吉
野
へ
も
出
向
く
。
仁
平
元
年
〈
二
五
一
三
四
歳
〉
『
詞
花
集
」
に
一
首
入
集
。

久
寿
元
年
〈
二
五
四
三
七
歳
〉
こ
の
頃
、
大
原
の
寂
然
と
和
歌
の
贈
答
を
す

う
（
》
○
）

４
．
保
元
の
乱
ｌ
西
国
へ
の
行
脚
（
保
元
元
年
〈
二
五
六
三
九
歳
〉
七
月
、
保
元
の
乱
起
る
。

崇
徳
院
讃
岐
へ
遷
幸
。
永
万
元
年
〈
二
六
五
四
八
歳
〉
二
条
院
崩
御
。
仁
安
三

年
〈
二
六
八
五
一
歳
〉
こ
の
頃
、
四
国
へ
旅
立
つ
か
。
讃
岐
の
崇
徳
院
の
白
峰
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陵
を
訪
ね
る
。
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
善
通
寺
に
て
庵
居
。
）

５
．
伊
勢
移
住
（
仁
安
四
年
〈
二
六
五
二
歳
〉
四
国
か
ら
帰
京
。
治
承
四
年
〈
二
八
○

六
三
歳
〉
高
野
山
か
ら
伊
勢
二
見
浦
へ
移
住
。
）

６
．
晩
年
（
寿
永
二
年
〈
二
八
三
六
六
歳
〉
後
白
河
法
皇
が
藤
原
俊
成
に
「
千
載
集
』
の
撰

集
を
下
命
。
文
治
二
年
〈
二
八
六
六
九
歳
〉
東
大
寺
勧
進
の
た
め
に
、
再
度
陸

奥
へ
旅
立
つ
。
道
中
、
鎌
倉
で
源
頼
朝
に
会
う
。
同
三
年
〈
二
八
七
七
○
歳
〉

夏
、
帰
京
し
、
嵯
峨
に
て
庵
居
。
「
御
裳
濯
河
歌
合
」
「
宮
河
歌
合
」
を
編
み
、
藤
原

俊
成
、
同
定
家
に
判
を
請
う
。
同
四
年
〈
二
八
八
七
一
歳
〉
「
千
載
集
」
に
十

八
首
入
集
。
同
五
年
〈
二
八
九
七
二
歳
〉
河
内
国
広
川
寺
に
て
草
庵
を
結
ぶ
。

同
六
年
〈
二
九
○
七
三
歳
〉
二
月
十
六
日
、
同
寺
に
て
没
す
。
）

以
上
の
整
理
か
ら
西
行
の
生
涯
を
た
ど
る
と
、
西
行
は
元
永
元
年
（
一
三
八
）
に
誕
生
し
て
、

文
治
六
年
（
三
九
○
）
二
月
十
六
日
に
七
十
三
歳
の
人
生
を
終
え
て
い
ま
す
。
父
は
検
非
違
使
左

衛
門
尉
佐
藤
康
清
と
い
い
、
母
は
監
物
源
清
経
の
女
と
い
い
ま
し
た
。
俗
名
は
佐
藤
義
清
、
父
系
は

藤
原
氏
北
家
藤
成
流
、
俵
藤
太
秀
郷
の
血
脈
を
ひ
く
武
門
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
長
じ
て
保
延
元
年

7

『真實心』第二十七集平成17年度2006年3月発行（京都光華女子大学）



（
二
三
五
）
、
十
八
歳
で
兵
衛
尉
に
就
任
、
や
が
て
鳥
羽
院
の
北
面
の
武
土
と
し
て
仕
え
ま
し
た
８

が
、
同
六
年
、
二
十
三
歳
の
若
さ
で
突
如
、
出
家
し
ま
し
た
。
出
家
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
道
心
説
、

数
奇
説
、
悲
恋
説
な
ど
種
々
様
々
な
仮
説
が
憶
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
定
説
を
み
て
い
ま
せ
ん
。
出

家
後
は
、
東
山
、
鞍
馬
、
嵯
峨
、
醍
醐
な
ど
、
京
都
周
辺
で
草
庵
生
活
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
久

安
三
年
（
二
四
七
）
、
西
行
が
三
十
歳
を
迎
え
た
こ
ろ
、
初
度
の
陸
奥
へ
の
行
脚
に
出
向
い
て
い

ま
す
。
こ
の
旅
は
能
因
の
跡
を
尋
ね
、
奥
州
の
歌
枕
を
探
訪
し
、
同
族
の
藤
原
秀
衡
の
本
拠
を
確
認

す
る
行
脚
で
あ
り
ま
し
た
。
平
泉
、
出
羽
の
国
な
ど
を
巡
っ
て
、
二
年
後
、
帰
郷
し
た
西
行
は
、
高

野
山
に
登
り
、
真
言
僧
と
し
て
の
仏
道
修
行
を
長
期
に
わ
た
っ
て
本
格
的
に
始
め
ま
す
。
そ
の
間
、

京
都
へ
の
往
復
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
峰
山
で
は
厳
し
い
修
験
道
の
修
行
も
体
験
し
て
い
ま
す
。

保
元
元
年
（
二
五
六
）
七
月
、
鳥
羽
院
の
崩
御
を
契
機
に
生
じ
た
保
元
の
乱
で
、
崇
徳
院
は
仁

和
寺
北
院
に
逃
れ
て
剃
髪
、
讃
岐
に
配
流
さ
れ
ま
し
た
が
、
仁
安
三
年
（
二
六
八
）
、
五
十
一
歳

を
迎
え
た
西
行
は
、
四
国
へ
旅
立
っ
て
ま
ず
、
崇
徳
院
の
白
峰
陵
を
参
拝
し
た
の
ち
、
善
通
寺
に
出

向
き
弘
法
大
師
の
遺
跡
を
巡
礼
し
て
、
仏
道
へ
の
心
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
四
国
行
脚

か
ら
再
び
高
野
山
へ
帰
っ
た
西
行
は
、
安
定
し
た
仏
道
修
行
の
生
活
を
、
お
よ
そ
十
年
ほ
ど
同
地
で
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西行法師の宗教観

送
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
、
承
安
三
、
四
年
（
三
七
三
、
七
四
）
こ
ろ
に
は
、
『
山
家
集
」
の

草
稿
を
ま
と
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
平
家
が
滅
亡
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
治
承
（
二
七
七
ｌ
）
の
こ
ろ
、
西
行
は
高
野
山

か
ら
伊
勢
に
移
住
し
て
、
二
見
浦
に
草
庵
を
構
え
て
い
ま
す
。
伊
勢
へ
の
移
住
の
確
か
な
理
由
は
判

然
と
し
ま
せ
ん
が
、
太
神
宮
の
あ
る
伊
勢
で
は
、
数
奇
心
を
も
つ
神
官
・
荒
木
田
満
良
（
蓮
阿
）
た

ち
と
歌
会
を
開
い
た
り
、
太
神
宮
法
楽
の
た
め
に
「
二
見
浦
百
首
』
を
定
家
・
家
隆
・
慈
円
な
ど
に

勧
進
し
て
い
ま
す
が
、
蓮
阿
に
よ
る
西
行
の
歌
論
書
「
西
行
上
人
談
抄
」
が
成
っ
た
の
も
こ
の
時
期

で
あ
り
ま
す
。

文
治
二
年
（
二
八
六
）
の
初
秋
、
西
行
は
六
十
九
歳
の
身
に
鞭
打
っ
て
再
度
、
陸
奥
へ
と
旅
立

ち
ま
す
が
、
そ
れ
は
東
大
寺
大
仏
殿
再
建
の
た
め
に
、
平
泉
の
同
族
秀
衡
か
ら
砂
金
を
勧
進
す
る
の

が
目
的
で
し
た
。
目
的
を
達
し
た
西
行
は
や
が
て
、
無
事
帰
京
し
ま
し
て
、
し
ば
ら
く
嵯
峨
の
草
庵

に
落
ち
着
き
、
「
御
裳
濯
河
歌
合
』
『
宮
河
歌
合
』
を
自
撰
し
て
、
伊
勢
太
神
宮
に
奉
納
し
ま
す
。
文

治
五
年
（
二
八
九
）
、
西
行
は
河
内
国
広
川
寺
に
最
後
の
草
庵
を
結
び
ま
し
た
が
、
翌
六
年
二
月

十
六
日
、
同
寺
に
お
い
て
遂
に
七
十
三
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
し
た
。

9
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以
上
、
西
行
法
師
の
実
人
生
に
つ
い
て
大
略
、
説
明
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
次
に
、
西
行
の
宗
教

（
仏
教
）
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
お
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
み
な
さ

ん
、
「
釈
教
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
端
的
に
い
い
ま
す
と
、
「
釈
教
」

と
は
「
お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
」
を
意
味
し
ま
す
か
ら
、
仏
教
の
こ
と
と
把
え
て
も
い
い
わ
け
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
「
釈
教
歌
」
と
は
「
仏
教
に
か
か
わ
る
和
歌
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
西
行
に

は
、
釈
教
歌
が
表
向
き
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
高
木
き
よ

子
氏
『
西
行
の
宗
教
的
世
界
」
（
平
成
一
・
六
、
大
明
堂
）
に
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
り
ま
す
の
で
、

要
約
し
て
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
法
華
経
」
に
関
す
る
も
の

法
華
経
二
十
八
品
歌
三
十
四
首

そ
の
他
二
十
六
首

Ⅱ
釈
教
歌
の
世
界

10
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西行法師の宗教観

浄
土
信
仰
に
関
す
る
も
の

十
楽
十
二
首

そ
の
他
十
首

論
の
菩
提
心
な
ど
九
首

六
大
六
首

四
種
曼
陀
羅
四
首

六
道
六
首

地
獄
絵
を
み
て
二
十
五
首

詑
枳
枳
王
の
夢
三
首

千
手
経
四
首

個
別
的
に
五
首

こ
の
高
木
氏
の
整
理
に
よ
り
ま
す
と
、
西
行
の
釈
教
歌
に
か
か
わ
る
詠
作
は
百
四
十
首
余
り
存
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
数
値
は
中
世
の
僧
侶
歌
人
で
あ
る
西
行
に
し
て
は
少
々
、
少
な
い

よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
は
「
法
華
経
二
十
八
品
歌
』
と
「
聞
書

11
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集
」
の
「
地
獄
絵
を
み
て
」
か
ら
任
意
に
数
首
を
引
用
し
て
、
西
行
の
釈
教
歌
の
特
色
を
み
て
お
く
２１

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
「
法
華
経
二
十
八
品
歌
」
に
つ
い
て
、
『
聞
書
集
」
か
ら
抄
出
し
ま
す
と
、

序
品
曼
殊
沙
華
栴
檀
香
風

つ
ぼ
む
よ
り
な
く
て
に
も
似
ぬ
花
な
れ
ば
梢
に
か
ね
て
薫
る
春
風
（
聞
書
集
・
一
）

訳
・
つ
ぼ
む
時
か
ら
並
の
花
に
も
似
て
い
な
い
花
な
の
で
、
梢
に
は
咲
く
前
に
は
や
く
も
春

風
が
薫
っ
て
い
る
よ
。

厳
応
品
（
第
二
十
七
品
）
又
如
一
眼
之
亀
、
値
浮
木
孔

お
な
じ
く
は
う
れ
し
か
ら
ま
し
天
の
河
法
を
尋
ね
し
浮
木
な
り
せ
ば
（
同
．
二
九
）

訳
・
同
じ
こ
と
な
ら
、
天
の
河
の
源
を
尋
ね
た
浮
木
が
、
仏
法
を
尋
ね
た
浮
木
で
あ
っ
た
と

し
た
ら
、
ど
ん
な
に
か
嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に
。

こ
の
「
法
華
経
二
十
八
品
』
は
「
法
華
経
」
の
一
品
ず
つ
の
な
か
の
文
句
を
和
歌
に
詠
じ
た
も
の

ａ
『
法
華
経
二
十
八
品
歌
』
ｌ
天
台
宗
の
根
本
経
典
Ｉ
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西行法師の宗教観

で
す
が
、
序
品
の
「
曼
殊
沙
華
栴
檀
香
風
」
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
無
量
義
処
三
昧
に
入
ら
れ
た
際
、

啓
示
の
あ
っ
た
奇
瑞
に
つ
い
て
、
弥
勒
菩
薩
が
文
殊
菩
薩
に
発
問
さ
れ
た
偶
頌
の
一
節
で
、
「
曼
殊

沙
華
」
は
天
華
の
名
、
「
栴
檀
」
は
香
木
の
名
で
す
。
こ
れ
は
「
法
華
経
」
の
序
品
で
す
か
ら
、
和

歌
の
第
二
句
の
「
な
く
て
に
も
似
ぬ
花
」
に
、
「
法
華
経
」
を
格
別
の
花
と
見
立
て
て
、
そ
の

「
花
」
の
予
感
を
通
し
て
「
法
華
経
」
全
体
に
お
け
る
序
品
の
位
置
づ
け
を
詠
じ
て
い
る
わ
け
で
す
。

和
歌
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
訳
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
、
厳
王
品
は
「
法
華
経
」
第
二
十
七
品
で
、
正
式
に
は
「
妙
荘
厳
王
本
事
品
」
と
い
い
ま
す
。

偶
頌
の
一
節
は
「
又
、
一
眼
の
亀
の
、
浮
木
の
孔
に
値
ふ
が
如
け
れ
ば
な
り
」
と
訓
読
し
て
、
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
仏
に
遇
い
が
た
い
こ
と
を
比
嚥
的
に
表
現
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

和
歌
は
中
国
の
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
載
る
、
漢
の
武
帝
の
命
令
に
よ
っ
て
天
の
河
の
水
源
を
尋
ね

た
張
審
が
、
織
女
・
牽
牛
に
出
会
っ
た
と
い
う
故
事
に
よ
っ
て
、
上
記
に
示
し
た
主
題
を
詠
じ
て
い

る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
和
歌
は
仮
定
法
の
語
法
を
使
っ
て
、
現
実
に
は
不
可
能
な
事
象
を
希
求

す
る
と
い
う
形
で
、
現
実
を
肯
定
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
天
の
河
の
源
を
尋
ね
た
浮
木
（
い
か

だ
）
が
、
仏
法
を
尋
ね
た
浮
木
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
に
か
嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
る

13
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次
に
、
「
聞
書
集
」
の
「
地
獄
絵
を
み
て
」
の
和
歌
を
、
同
じ
く
「
聞
書
集
」
か
ら
抄
出
し
て
、

検
討
を
加
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

う
に
、
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
に
は
天
の
河
の
源
を
尋
ね
た
浮
木
（
い
か
だ
）
は
、
仏
法
を
尋
ね
た

浮
木
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
仏
に
遇
う
こ
と
は
至
難
の
業
だ
、
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
法
華
経
二
十
八
品
歌
」
の
詠
作
さ
れ
た
時
期
は
、
何
時
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
西
行
が
出
家
し
た
直
後
に
詠
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
と
、
逆

に
、
西
行
が
晩
年
に
な
っ
て
詠
じ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
両
説
が
研
究
者
の
間
で
は
拮
抗
し
て
、

い
ま
だ
に
決
着
を
み
て
い
ま
せ
ん
。
私
自
身
は
、
西
行
が
「
法
華
経
」
と
い
う
経
典
に
直
接
対
時
し

て
和
歌
を
詠
作
し
て
い
る
と
い
う
営
為
か
ら
み
る
と
、
出
家
直
後
と
考
え
る
ほ
う
が
正
鵠
を
射
得
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
憶
測
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
西
行
が
直
接
「
法
華
経
」

と
い
う
経
典
を
対
象
に
し
て
、
和
歌
を
詠
作
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
こ
こ
で
し
っ
か
り
と
把
握

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
事
柄
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

ｂ
「
地
獄
絵
を
み
て
」
ｌ
浄
土
思
想
の
反
映
Ｉ
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西行法師の宗教観

地
獄
絵
を
み
て

見
る
も
憂
し
い
か
に
か
す
べ
き
わ
が
心
か
か
る
報
い
の
罪
や
あ
り
け
る
（
聞
書
集
・
一
九
八
）

訳
．
こ
の
絵
に
描
か
れ
た
光
景
を
見
る
の
も
つ
ら
い
こ
と
だ
。
そ
ん
な
私
の
心
を
ど
う
し
た

ら
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
は
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
報
い
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
罪
が

前
世
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

か
く
て
地
獄
に
ま
か
り
つ
き
て
、
地
獄
の
門
開
か
む
と
て
、
罪
人
を

前
に
据
ゑ
て
、
鉄
の
鞭
を
投
げ
や
り
て
、
罪
人
に
向
か
ひ
て
、
獄
卒

爪
弾
き
を
し
か
け
て
、
い
は
く
、
「
こ
の
地
獄
出
で
し
こ
と
は
、
昨

日
今
日
の
こ
と
な
り
。
出
で
し
折
に
、
ま
た
帰
り
来
ま
じ
き
由
、
か

へ
す
が
へ
す
教
ふ
べ
き
。
程
な
く
帰
り
入
り
ぬ
る
こ
と
、
人
の
す
る

に
あ
ら
ず
。
汝
が
心
の
汝
を
ま
た
帰
し
入
る
る
な
り
。
人
を
怨
む
べ

か
ら
ず
。
」
と
申
し
て
、
荒
き
目
よ
り
涙
を
こ
ぼ
し
て
、
地
獄
の
扉

を
開
く
る
音
、
百
千
の
雷
の
音
に
過
ぎ
た
り

こ
こ
ぞ
と
て
開
く
る
扉
の
音
聞
き
て
い
か
ぱ
か
り
か
は
を
の
の
か
る
ら
む
（
同
．
二
一
九
）
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